




要約:近年の医療の進歩により急速にその需要が増している遺伝医療は,高度な専門細分化

による希少性及び尖端化,臨床医学教育の場での軽視,そこから由来する専門医不足,保険

医療への適応化の遅れ等諸々の理由によりその需要増加にも関わらず未だ我が国では普及

を見ない.遺伝医療の適正且つ合理的な供給が行える様,各保健医療施設に対し必要な情報

を迅速,平等,低コストで提供できる遺伝医療情報サービスネットワークシステムの必要性

が提唱され始めている.本研究は同システムの構築ヘ向け,今年度は基盤情報の収集及び内

外の現状把握に主体を置き研究を進めてきた.米国と欧州では各々独自性を保ちながらも

官民共同でインターネットを介しての情報ネットワークが構築されている.対して我が国

はまだその端緒に着いたばかりではあったが,基盤となり得るシステムは構築されつつあ

った.今後は現有システムの有効利用が可能なネットワーク構築ヘ向け,想定される問題点

の洗い出し等,具体的な検討を重ねていく方針である.


